












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































係を中心に―」（『日本学（東国大学校日本学研究所）』第 22 巻、2003 年）。
4　堺利彦「『赭土』の中西君」（『改造』1922 年 10 月号）。江口渙「中西伊之助君の作品









学的立場（日本近代文学研究所）』第 3 次第 5 号）。
9　勝村誠「中西伊之助における〈朝鮮〉―その時代・トポス・言葉―」（木村一信・崔
在喆編『韓流百年の日本語文学』人文書院、2009 年）。
10   垂水千恵「中西伊之助と楊逵―日本人作家が植民地台湾で見たもの―」（『国際日本学
入門―トランスナショナルへの 12 章―』成文社、2009 年）。
11   中根隆行「地方農村と植民地の境界―中西伊之助『赭土に芽ぐむもの』と農民文学の




12   李修京「平和主義者山本宣治と中西伊之助―尹東柱が残した追憶と平和の記憶より
―」（『立命館産業社会論集』第 46 巻第 1 号、2010－6）。
13   権寧珉「中西伊之助と 1920 年代の韓国階級文壇―カープ創立前夜における集会写真
を公開しながら―」（『外国文学』第 29（冬）号、1991 年）。
14   呉皇禅「中西伊之助小説の内面風景―1910 年代の朝鮮―」（『外国文学』第 29（冬）号、
1991 年）。
15   黄善英「動揺と不動―中西伊之助の「不逞鮮人」と「北鮮の一夜」―」（『比較文学・
比較文化論集（東大比較文学・文化研究会）』20 号、2003 年）。
16   例えば、前掲、高柳俊男「中西伊之助と朝鮮」、森山重雄「中西伊之助論」。









『< 朝鮮 > 表象の文化誌』新曜社、2004 年）を参照されたい。
18   堺利彦「『赭土』の中西君」（『改造』1922 年 10 月号）。
19   前掲、森山重雄「中西伊之助論」。
20   大杉栄「労働運動と労働文学」（『新潮』1922 年、10 月）。
21   「十七歳で機関車掃除夫になって」『日本交通労働組合月報』1919 年 10 月）。       




23   境利彦「『赭土に芽ぐむもの』の中西君」（『改造』十月号、1922 年）。
24   前掲、森山重雄「中西伊之助論」。











26   朝鮮渡航の時期については諸説紛紛であり、例えば、前掲、高柳俊男によれば、日
韓併合の前の 1909 年に渡っては 1915 年、或いは翌年ごろにまで滞在したことになる。





27   『新興文学』1928 年 3 月。
28   前掲、森山重雄「中西伊之助論」。
29   大杉栄「労働運動と労働文学」（『新潮』1922 年、10 月）。
30   江口渙「中西伊之助の作品を通読して〔三〕）」（『読売新聞』大正 11 年 12 月 28 日）。
31   『不逞鮮人』の初出は、1922 年 9 月、『改造』9 号を通して発表されていたが、戦後
の 1948 年 9 月、発表当時の厳しい検閲によって削られた箇所を復旧し、『北鮮の一夜』
として再発表され、彼の作品集である『北鮮の一夜』（人民戦線社、1948 年 9 月）に
収められた。なお、二つのテキストの相違については、前掲、黄善英「揺動と不動」
を参照されたい。
32   山田清三郎「勃興気運を迎えた大正後半期の農民文学」（同『近代日本農民文学史上巻』
理論社、1976 年）。
33   『婦人公論』1923 年 11 月。
34   前掲、高柳俊男「中西伊之助と朝鮮」）。
35   中西の回顧的自述「わが宗教観」に基づき彼の文学における根強い宗教的色彩の投影
を指摘する、前掲、森山論文によれば、その背景を、生地宇治の仏教色濃厚な雰囲気
と浄土宗の篤い信者であった母方の祖母の下で育った環境的要因に求める。
36   平和主義者としての中西の相貌については、前掲、李修京「平和主義者山本宣治と中
西伊之助―尹東柱が残した追憶と平和の記憶より―」を参照されたい。
